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1．研究背景 

これまで、時代背景の影響を受けた河川行

政や人々の生活様式によって、河川環境は大

きく変貌を遂げてきた。それは、川の中心性

の喪失（田中，1993）や、「近い水」から「遠

い水」（嘉田，2003）と表現されるように、人々

にとっての河川の意味を排他的なものに変化

させてきたと言える。つまり、河川の水質汚

濁などを招くのは、地元の人たちが川を日常

的に見つめ、自分たちでコントロールすると

いうことが極端に減少した（鳥越，2006：

16-17）ことが原因であるということである。 

では、河川環境の維持を支える「日常的」

なかかわりとは、何を指すのであろうか。「日

常」という概念を扱う場合、比較対象として

「非日常」という概念を常に考えなければな

らない。なぜなら、「日常」と「非日常」には

ダイナミズムがあり、相互定義的に、あるい

は相補的に成立する概念で、どちらか一方だ

けではあり得ないものだからである（村上，

1984：17-18 他）。そして、この河川環境に

おける「日常」と「非日常」のダイナミズム

を担っているのが市民活動である。 

現在、河川環境に関する市民活動は全国で

盛んに行われている。これにより、人々の視

線がふたたび河川に向けられ、川のせせらぎ

が復活したり、あるいは、人びとのネットワ

ークが広がりを見せ始めている（鳥越，2006）。

これは、河川環境を取り巻く「日常」と「非

日常」が変化しつつあるという重要な局面を

迎えていると言える。しかし、そのような状

況にも問題が生じている。メンバーの高齢化

や偏り、利害関係や意見の相違による分裂で、

活動の拡大発展はもとより、その継続すらも

危ぶまれる事態となっているのである。 

以上より、河川環境の維持を支えるのは、

住民の「日常」と「非日常」であると言える。

そして、その実践としての市民活動が諸々の

問題に直面している今、河川環境を取り巻く

住民の「日常」と「非日常」のダイナミズム

を検証することは、今後の活動の継続や拡大

に意義のあることであり、結果的に河川環境

の維持につながると考えられる。 

 

2．研究目的 

 本研究では、河川環境における「日常」と

「非日常」に焦点を当て、それがいかに変動

するのかというプロセスを分析することを目

的とする。さらに、市民活動のなかでのその

意味を分析し、河川環境の維持を支える仕組

みを検証する。 

 

3．研究対象 

 本研究の対象地域は、東京都東久留米市で

ある。東久留米市は、河川を含めた豊かな水

環境があり、それを取り巻く市民活動が盛ん

に行われている。また、その中心となる複数

の活動団体は、活動開始から約 20 年の時間が

経過しており、「日常」と「非日常」のプロセ

スを詳細に分析できると考える。 
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4．研究方法 

まず、東久留米市の河川環境の変遷を把握

するために、文献調査や聞き取り調査を行う。

また、市民活動の実態を把握するために、東

久留米市で行われている市民活動への参与観

察やメンバーへの聞き取り調査を行う。 

 以上より得られたデータを分析し、河川環

境を取り巻く「日常」と「非日常」を検討す

る。  

 

5．東久留米市の概要 

 東久留米市は、面積 12.92km２、人口 116,001

人（2011 年 8 月 1 日現在）であり、東京都心

より約 24km の北西部に位置している。 

戦後、東久留米には団地や都営住宅などが 

多く造られ、ベッドタウンへと変貌していっ

た。そして、1955 年代頃までは、麦畑や樹林、

また自然に近い河川が流れる風景が広がって

いた。 

 

6．東久留米市における水環境の概要 

 東久留米市には、黒目川と落合川の 2 つの

一級河川と、立野川という普通河川が流れて

いる。これらを含む合計 8 本もの河川が市内

を流れており、荒川水系のひとつである新河

岸川水系に含まれている。また、河川の源流

（湧水）はほぼすべてが市内に存在している。

その中でも、落合川と南沢湧水群は、都内で

唯一の「名水百選」に選定されている。 

1970 年代半ば、これらの河川は生活排水や

畜産の排水などで汚染されていた。さらに、

その後の汚染や河川整備が、それまで生息し

ていた生物の種や生息数を激減させるという

結果をもたらすこととなった。1980 年代半ば

から、このような状態に危機感を持った東久

留米市の住民らが、河川環境をめぐる市民活

動を起こしていった。 

  

7．住民の「日常」と「非日常」 

7．1 市民活動団体 

 現在、東久留米市において市民活動の中心

にあり、約 20 年間に渡ってその活動を継続さ

せていている団体は 2 つある。 

 一つは、「東久留米・ホタルを呼び戻す会（以

下、ホタルの会）」である。1986 年に南沢湧

水を拠点に設立し、当時東久留米市に少数生

息していたゲンジボタルが生息し続けるよう

な水環境にすべく、調査などの実践活動を中

心に展開を続けてきた。 

その活動の中心となっているのが、A氏で

ある。もともとの出身は東京都都心部であり、

自然がほとんどない環境で育った。A氏が大

学生の頃、東京オリンピックの影響により都

内のあちこちで河川の暗渠化が進でいた。そ

の様子について、当時大学生だったA氏は「な

んでこんなことするのかなぁ。わっかんねぇ

な」と漠然とした疑問を抱き、釈然としない

気持ちを持っていた。 

東久留米市に移り住んだのは約 30 年前で

ある。移住後、市内の南沢湧水群を見たとき

に「なんでこんなところに、川とか湧水がま

だ残ってんだ？！」と驚いたという。A氏に

とって、都心部での「日常」にはなかった、

まさに「非日常」の光景であった。 

A 氏の活動のきっかけは、子どもの保育園

であった。保護者のあいだで東久留米市の河

川を含む水環境の話題になり、ST 氏を含む 4

名が活動を開始した。これが、現在の「ホタ

ルの会」の原型である。 

あるとき、子どもを連れて落合川に散歩に

出かけた際、神社の神主に声をかけられた。

その内容は、かつての河川の美しい姿、そし

て乱舞するホタルの様子についてであった。

その後、A氏は実際にホタルを目撃したので

ある。その様子を、「実際にね、この目でホタ

ルを見たんだよ。いやー、本当にびっくりし

たよ。こんなところでもホタルはいるんだっ

てね」と、熱を帯びた口調で語ることからも

分かるように、ホタルを見たという体験は、

当時のA氏にとって非常に衝撃的な「非日常」
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の出来事になった。 

このように、当時の A氏にとっての「非日

常」の出来事がきっかけとなって少しずつ「日

常」は変化し、現在まで約 20 間、活動を継続

している。 

 もう一つの団体は、「東久留米ほとけどじょ

うを守る会（以下、ほとけどじょうの会）」で

ある。1989 年に開催された市民講座をきっか

けに、市民が集まり 1993 年に結成された。そ

の後、「ホタルの会」と協力し、調査やイベン

ト開催などの活動を行ってきた。 

 この「ほとけどじょうの会」の代表をして

いるのが B氏である。B氏も同じく市外の福

岡県出身である。B氏と同様約 30 年前に東久

留米市に越してきた。活動開始のきっかけは、

1989 年に開催された市民講座において、東久

留米市内の自然環境、特に河川環境について

の専門家との会話を通じ、落合川の希少種で

あるホトケドジョウが河川改修によって絶滅

の恐れにあることを知ったことであった。「こ

れじゃだめだ、このままじゃだめになっちゃ

うと思ったんだよ」と話す通り、この経験が

東久留米市の河川環境に対する危機感を生ん

だ。これは、当時の B氏にとって「日常」に

はない「非日常」の感覚であった。 

それから約 20 年、最初は河川清掃から始ま

り、現在ではあらゆるイベントの開催や、行

政と市民の協働の場である「東久留米市市民

環境会議」の中心メンバーとして、B氏は日々

活動する「日常」を送っている。 

 

7．2 「いこいの水辺」 

上記 2 団体の主な実績の一つが、「いこいの

水辺」である。1997 年、「ホタルの会」と「ほ

とけどじょうの会」が「落合川水辺の会」を

設立し、行政との協働で実現したものである。

それまでの落合川のコンクリート護岸をはが

し、人が河川に親しめる「いこいの水辺」が

完成した。このような河川整備は、当時の東

京都では初めての例であり、東久留米市の河

川環境を大きく変貌させた。「いこいの水辺」

が完成して 16 年が経過した現在、晴れた休日

などには、親子連れが遊びに来たり、住民が

河川敷で読書や食事をする風景が頻繁に見ら

れる。 

この整備工事をきっかけに、河川沿いの住

民が活動に参加するようになった例もある。   

C 氏は、現在 64 歳で、東久留米市における

市民活動の中心メンバーの一人である。また、

落合川沿いに自宅があり、自宅から河川の様

子を見ることできる距離に居住している。か

つて AK 氏は歯科技工士をしており、河川と

はまったく関わりのない「日常」を送ってい

た。そして、2006 年頃、偶然にも河川側の庭

に設置していた倉庫を撤去し、これが、それ

までの C 氏の「日常」を「非日常」へと変動

させていった。まず、「いこいの水辺」で活動

する A氏や B 氏の姿が目に飛び込んできた。

そこで、挨拶を交わす内に落合川の生態系の

状態を知らされ、それが活動開始のきっかけ

となった。以降、C 氏は、現在に至る 4 年間

のほぼ毎朝河川清掃を行い、また、定期的に

行われる河川イベントにはほぼ毎回参加して

いる。また、落合川周辺の住民達から「ご苦

労様」や「今日は子供達どう？」などの声を

かけられるのも、今や C 氏にとって「日常」

のこととなっている。 

  

8 「日常」と「非日常」の螺旋的ダイナミ

ズム 

8．1 「日常」の形成＜継続・強化＞ 

東久留米市の河川環境における市民活動が

担う役割は、河川環境に対する「日常」の感

覚を形成させるということである。 

 安定した河川環境のための安定した人間の

関わり、つまり一過性のものではなく慣習的

に河川と関わること、これが本研究における

「日常」である。A 氏、B 氏が中心となって

20 年間行われている河川の水質調査、100 回

目を迎えた「川塾」、C 氏が 6 年間ほぼ毎日続

けている河川清掃など、東久留米市には継続

している人、継続されている行為が多数ある。



 4 

そして、その「継続」により、つまり繰り返

されるがゆえに、より強固で確固たる「日常」

の感覚、つまりハビトゥスが形成されるので

ある。 

では、これらの「日常」、つまり慣習的に河

川とかかわるという行為は、どのように実現

されてきたのであろうか。その答えは、それ

ぞれのライフヒストリーにある、つまりそれ

ぞれのハビトゥスに帰していると考える。 

 

8．2 「非日常」＝「差異」との遭遇 

ここで一つ述べておきたいのは、この「日

常」の感覚は、あくまで無意識的なものであ

るということである。しかし、それがふいに

意識上に浮上する瞬間がある、それこそが「非

日常」である。ブルデューの言葉を借りれば、

それは「差異」である。たとえば、東久留米

市に移住して来たばかりの頃のA氏の河川環

境における体験、C 氏の A 氏や B 氏との出会

いがまさにそれである。 

加えて、このように形成された住民の「日

常」は、「非日常」＝「差異」に出くわすこと

でその威力を発揮する。その好例が、落合川

の白濁である。落合川という河川環境に対す

る「日常」の感覚、つまりハビトゥスにより、

白濁という「日常」との「差異」、つまり「日

常」に気づき、行動できたのである。 

 

8．3 「日常」の顕在化＜修正・強化＞ 

上述した「非日常」との出会いによる結果

として、「日常」の顕在化を示すことができる。

つまり、「非日常」＝「差異」によってそれぞ

れの「日常」が改めて自覚され、感覚が修正

され、あるいは強化されるのである。この強

化された「日常」が、安定的な河川とのかか

わりであり、また、安定した河川環境を維持

する行為そのものである。そして、ふたたび

「日常」の形成が開始されるのである。 

9．今後の展望 「宣言」の担う役割―「日

常」の拡大― 

以上のように、20 年間のうちに、市民活動

を担う人々はそれぞれの「日常」を形成し、

また、「非日常」との遭遇によってそれが顕在

化し、強化されていったと言える。そして現

在、東久留米市は新たな局面を迎えている。

つまり、彼らが形成してきた「日常」の拡大

である。 

2011年 6 月に公布された「湧水・清流保全

都市宣言」、これが拡大の第一歩である。東久

留米市として、市民活動により形成されてき

た「日常」、つまり河川環境に対する感覚を認

め、「宣言」として発表したと言える。この「宣

言」までには 13 年という時間がかかってい

るが、この間にも「日常」は強化や修正を施

されながら形成され続けている。その結果と

しての「宣言」である。市民活動を担う人々

が「条例」ではなく、なぜ「宣言」にこだわ

ったのか。それは、まさに「日常」という感

覚を、宣言都市としての「自覚」を重視して

いたからではないだろうか。そして、「宣言」

の実践として「条例」があるのではないだろ

うか。今後は「日常」の新たな強化要素とし

て「条例」の改正に向けて、活動を開始して

いかなければならない。 

その意味で、この「宣言」はある意味で「非

日常」的な働きをしていると言える。つまり、

「日常」の顕在化を促しているのである。無

意識の中に埋もれていた「日常」を、宣言都

市・東久留米市の市民であると自覚させてく

れる「宣言」によって、改めて意識上に「日

常」を浮かび上がらせるのである。この顕在

化が重要なのである。「日常」を「日常」とし

て意味あるものとして認識されてこその「日

常」なのである。 

 


